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１１月の社協だより

　今月号の表紙は「認知症サポーター養成

講座」です。写真は９月２０日（金）に行った

津森小学校での講座です。

　他にも当協議会が行った事業で「認知症事業」

や「地域福祉実践研究九州セミナー」を紹介し

ています。

　また、社協情報には１１月の相談日や

お知らせ等をご紹介しています。
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櫛
島
福
祉
座
談
会
（
９
月
３
日
）

　
地
区
の
個
別
ケ
ー
ス
課
題
に
つ
い
て

検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。
区
長
よ
り「
人

口
は
増
え
ず
子
ど
も
が
少
な
く
、
高
齢

化
率
が
高
い
。
夫
婦
２
人
暮
ら
し
世
帯

も
多
く
、
こ
の
先
10
年
の
間
に
高
齢
世

帯
と
な
り
、
地
区
を
出
て
行
か
れ
る
方

や
空
き
家
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
」
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

五
楽
福
祉
座
談
会
（
９
月
11
日
）

　「
隣
近
所
互
い
に
気
を
か
け
あ
っ
て

い
る
」「
訪
問
の
際
の
受
け
入
れ
も
良

い
」
等
の
意
見
も
出
ま
し
た
。
区
長
、

高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
、
サ
ロ

ン
代
表
者
と
も
に
地
区
の
こ
と
を
把
握

さ
れ
て
お
り
、
活
動
の
中
で
情
報
共
有

も
で
き
て
い
る
様
子
で
し
た
。

杉
堂
福
祉
座
談
会
（
９
月
27
日
）

　
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
状
況
を
把
握
さ

れ
、
区
長
よ
り
「
民
生
児
童
委
員
や
高

齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
と
情
報
共

有
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
の
話
が
で
ま

し
た
。
国
の
天
然
記
念
物
の
布
田
川
断

層
帯
に
位
置
す
る
潮
井
神
社
の
建
て
替

え
や
現
在
整
備
中
の
潮
井
自
然
公
園
な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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熊本ダイハツ株式会社のブレーキサポートカー体験

「ぼけますからよろしくお願いします」上映会

　
９
月
29
日
（
日
）
に
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
９

月
は
「
認
知
症
月
間
」
と
さ
れ
、
認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
啓
発
活
動

を
行
う
中
で
、
認
知
症
に
関
し
て
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
益
城
町
役
場
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
益
城
病
院
と
当

協
議
会
が
合
同
で
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会
で
は

「
ボ
ケ
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
の
上
映
会
を
行
い
、
40
名
近
く

の
方
が
参
加
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。
笑

い
あ
り
時
に
は
涙
あ
り
の
内
容
に
身
近

な
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
い
た
よ

う
で
し
た
。

　
他
に
も
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
お

悩
み
相
談
の
「
な
ん
で
も
相
談
室
」
や

益
城
病
院
が
行
っ
て
い
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
出
張
カ
フ
ェ
、
熊
本
ダ
イ
ハ

ツ
販
売
株
式
会
社
の
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
体
験
な
ど
を
開
催
し
、
住
民
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
認
知
症
を
身
近
な
問
題
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

認 知 症 事 業
地域福祉課

オ
レ
ン
ジ
フ
ェス
タ
開
催

櫛島地区では、「神社と遊具の
ある公園、防災緑地広場、公民
館が一体化した恵まれた資源を
活かして櫛島をアピールしてい
きたい」と話されていました。

福 祉 座 談 会
在宅福祉課

櫛
島
、
五
楽
、
杉
堂
地
区
で
開
催

杉堂福祉座談会の様子

五楽地区では、地域サロン代
表者も参加されており、「地
域サロンは老若男女、ご夫婦
でも、楽しいので参加してほ
しい」と話されていました。



会員紹介
～タスキ～

３

民
生
委
員
児
童
委
員

地
域
福
祉
課

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
毎
日
漠
然
と
過
ご
す
よ
り
日
々
何
か

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
た
い

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
会
員
募
集
の
こ

と
を
知
り
、
説
明
を
聞
き
、
こ
れ
な
ら

自
分
で
も
で
き
そ
う
だ
と
思
え
る
就
業

を
紹
介
い
た
だ
き
登
録
し
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　
現
在
は
週
に
数
回
、
屋
内
軽
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
の
流
れ
を
覚
え

る
ま
で
は
、
他
の
会
員
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
で
し
た
が
、
現
在
は
作
業

に
も
慣
れ
、
新
し
い
会
員
へ
手
順
を
教

え
た
り
し
て
い
ま
す
。
活
動
前
と
比
べ

て
生
活
に
良
い
刺
激
が
生
ま
れ
日
々
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

趣
味

　
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い

ま
す
。
朝
30
分
か
ら
１
時
間
歩
く
と
、

そ
の
１
日
調
子
よ
く
過
ご
せ
る
た
め
、

余
程
天
候
の
悪
い
日
以
外
は
毎
日
歩
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
何
か
し
ら
の
か
た
ち
で
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
実
感
が
得
ら
れ
る
の
で
、
健

康
維
持
に
努
め
な
が
ら
今
後
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
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高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

視察研修ｉｎ天草No.50

氏
名
／
植
村
謙
一
さ
ん

所
属
／
フ
リ
ー
班

野菜の仕分け作業

　
益
城
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
主
催
で
、
10
月
２
日
（
水
）
に
天

草
市
で
天
草
市
子
ど
も
民
生
委
員
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
土
山
秀
喜
会
長
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

研
修
の
目
的
は
？
／

　
今
回
は
子
ど
も
民
生
委
員
活
動
の

先
進
地
で
あ
る
天
草
市
社
協
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
し
た
。

参
考
に
な
っ
た
点
／

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
と
の
関
わ
り
や
高
齢
者
と

の
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
少
し
て
い
る
現

状
で
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚
を

持
つ
た
め
に
委
嘱
状
交
付
を
し
て
い
る

点
で
す
。

研
修
を
終
え
て
の
感
想
／

　
ど
の
取
り
組
み
も
益
城
町
で
も
や
っ

て
み
た
い
な
と
思
え
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
皆
さ
ん
熱
心
で
、

う
れ
し
く
思
っ
た
と
と
も
に
改
め
て
身

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

天草市民センターで開催

益城町民生委員児童委員の皆さん

天草市子ども民生委員バッジ

益城町民児協の土山会長
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10
月
５
日
（
土
）
天
草
市
で
行
わ
れ

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

訓
練
に
、
益
城
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
と
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
草
の
２
市
１
町
と
長
崎
県
、
鹿
児

島
県
、
そ
し
て
益
城
町
の
７
市
町
で
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
県
境
を
越
え

て
お
互
い
に
支
援
し
合
う
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
30
年
に
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
震
度
５
強
の
地
震
を
想
定

し
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な

ぐ
た
め
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
と
避
難
所
開
設
の
際
の
被

災
者
へ
の
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
を
行

う
な
ど
、
地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
だ
大

規
模
訓
練
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

の
確
認
や
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
か
ら
は
「
普
段
か
ら
お
互

い
が
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
持
ち
、
経

験
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
お
互
い
の
協
力
体

制
を
整
え
る
大
切
さ
と
、
連
携
強
化
の

必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

１日目のシンポジウムの様子

２日目ワークショップ１の講師の中川さん

　
10
月
５
日（
土
）、６
日（
日
）の
両
日
、

町
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
で
日
本
地
域
福

祉
学
会
九
州
・
沖
縄
部
会
と
共
催
の
も

と
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
58
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　「
益
城
町
社
会
福
祉
士
連
絡
会
の
挑

戦
～
被
災
者
支
援
か
ら
重
層
的
支
援
へ

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
初
日
は
、
町

福
祉
課
地
域
福
祉
係
岩
下
係
長
と
当
協

議
会
よ
り
益
城
町
の
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
配
置
事
業
）
に
つ

い
て
基
調
報
告
を
行
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
「
被
災
者
支
援
か
ら
考
え
る
重

層
的
支
援
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉

士
連
絡
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
松
岡
孝

幸
氏
（
広
安
愛
児
園
）、
北
野
博
人
氏

（
熊
東
園
）、
柳
浩
司
氏
（
平
成
唯
仁
館
）

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３

つ
に
分
け
て
開
催
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
１
で
は
、
社
会
福
祉
士
連
絡
会
メ
ン

バ
ー
の
中
川
雄
司
氏
（
花
へ
ん
ろ
）
に

「
熊
本
地
震
時
の
対
応
、
福
祉
避
難
所

に
つ
い
て
」
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

地域福祉実践研究九州セミナー
在宅福祉課

益
城
町
で
開
催

益城町民児協の総務会６名が参加されました

災 害 時 相 互 応 援 協 定
地域福祉課

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
参
加

被災者の健康状態の聞き取り訓練の様子
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
11
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方

は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
自
宅
で
家
族
等
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
介
護
に
役
立
つ
講
話
や
介
護
者
同
士
の

交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日
（
金
）
10
時
か
ら

場
所
／
復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
じ
い
ろ

　
　
　

住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２

内
容
／
10
時
か
ら　

介
護
に
必
要
な
栄
養
の
話

　
　
　
12
時
か
ら　

マ
シ
キ
ー
ナ（
介
護
者
交
流
会
）

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
い
き
ぬ
こ
～
会

　
認
知
症
の
方
な
ど
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
が

集
ま
り
、
意
見
交
換
や
専
門
職
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
通
し
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
か
月
に
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
27
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら

場
所
／
復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
じ
い
ろ

　
　
　

住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
職
員
募
集
（
正
規
職
員
）

　
当
協
議
会
で
は
、
正
規
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
人
数
／
１
名

応
募
締
切
／
11
月
13
日
（
水
）

採
用
試
験
日
／
11
月
24
日
（
日
）
10
時
か
ら

採
用
予
定
日
／
令
和
７
年
４
月
１
日
（
採
用
者

に
よ
り
要
対
応
）

必
要
な
資
格
／
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の
い
ず
れ
か
の

資
格
（
令
和
７
年
３
月
ま
で
の
取
得
予
定
者
含
）

問
／
総
務
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

１１月６日（水） 松尾英美
（司法書士）

髙田義視
（民生児童委員）

１１月１３日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

谷川淳子
（人権擁護委員）

飯村啓子
（民生児童委員）

１１月２０日（水） 松尾英美
（司法書士）

本田龍子
（人権擁護委員）

佐渡千代子
（民生児童委員）

１１月２７日（水） 松尾　一
（行政書士）

中村一法
（民生児童委員）

１２月４日（水） 松尾英美
（司法書士）

前田宣俊
（民生児童委員）



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。
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　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／きやま座／日時／毎月第２水曜日 １０時

益城町介護支援専門員連絡会

～つながる地域・住みよいまち～

下町健康清正公会 蛭子町よかば～い

上砥川さくら会 安永１町内元気サロン

場所／上砥川公民館／日時／毎月第３水曜日 １０時

No.320

2024/11社協だより

地域サ ン

◀

２０２4年

11月

場所／安永１・２町内公民館／日時／毎月第３木曜日 １０時

　９月２５日（水）に第３回連絡会が開催されました。今回
は認定社会福祉士の紫藤千子先生による「ヤングケアラー」
について、現状や事例を交えた講話がありました。「支援を
区切らないでお互いに一歩、歩み寄るような支援の視点が重
要」ということでした。
　介護支援専門員自身が動くのではなく、日々の活動の中で
地域の人・もの・サービス等の社会資源を知り情報のアンテ
ナを張り、粘り抜く支援が重要と伝えられました。連絡会は、
奇数月に開催し、毎回テーマを決めて研修を重ねています。

場所／きやま座／日時／毎月第２月曜日 １３時３０分

介護支援専門員連絡会の様子

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


